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事 業 名 

事業主体及び 

提案者 

８ 青少年の自立支援協働事業 

特定非営利活動法人 かながわ就職支援研修センター 
内田哲世 

事 業 内 容 

(詳細は別添資料

企画書概要、再提

案概要のとおり) 

「どういう問題を解決しようとしているか」 

青少年の希薄になりつつある経済的自立意識や社会参画意識に対し、自

分創り空間「大和ヤングジョブホームＹＹＪＨ（仮称）」の中で 

① ピアカウンセリング 

② 社会体験学習 

③ 職業能力開発 など 

経済的自立（安定的就労・就職） 

社会的自立(人間関係構築力・わが街意識の醸成) 

を促進し、大和市の産業振興とよりよいコミュニティ創りに貢献したい！

協働の内容 「具体的な協働の項目」 

当NPO  研修計画のコーディネーション、参加者募集活動、カウンセリ

ング講師、全体進捗管理 

市   市の広報誌を活用した広報活動、研修会場提供、研修費の負担

（一部負担） 

ハローワーク 職業情報の提供、求人情報の提供 

経済団体 就労体験の提供、職業体験者の派遣 

ボランティア団体・NPO団体  

体験学習メニューの提供、LOVESの発行 

審 査 内 容 

(評価結果) 

 

 実現性が高い 熟度を高める

必要がある 

実現すること

が難しい 

提案者 ○   

行政所管課 ○産業振興課   

担当推進委員 ○   

コ メ ン ト 

（公開審査時） 

・支援策の範囲を明確に！費用負担があるのか？必要な予算をつめる！

 

公開審査後の 

経過 

 

協働推進会議の 

意見 

・６月23日の担当課と提案者との話し合いで行政側として出来るこ

とが提示されていることから、これを踏まえ、協働事業として進

めていただきたい。 

具体的に検討を

要請する事項 

上記の意見を踏まえ、協働事業として実現に取り組んでいただき

たい。そのため、次の点について検討いただきたい。 

・提案者と担当課との間で合意している協働事業の内容の、具体的

な進め方。 


